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2 ごみ排出量の実績と見込について                                                【資料 6】 

 

 栗東市における人口とごみ排出量の実績と見込は、次のとおりです。 

 人口の見込については、平成 28年３月に策定した栗東市人口ビジョンの将来推計値を令和元年度までの人口の実績値による増加率を用いて補正し、算出

しています（後記①将来人口の予測について）。 

 ごみ排出量は、人口の増加に伴い令和元年度の実績値 19,418t から令和 16 年度には 20,619t へと増加する見込みです（後記②ごみ排出量の予測につい

て）。 

表１ 人口・ごみ排出量の実績と見込 

項目 単位 
実績 見込（推計値） 

R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13 R14 R15 R16 

人口 人 70,063 70,512 70,807 71,102 71,397 71,692 71,989 72,242 72,495 72,748 73,001 73,256 73,441 73,626 73,811 73,996 

排出量 ｔ 19,418 19,475 19,573 19,673 19,806 19,864 19,959 20,043 20,163 20,208 20,288 20,367 20,469 20,497 20,558 20,619 

（人口は、各年度の 10月１日現在） 

 

 

図 1 人口・ごみ排出量の実績と見込
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① 将来人口の予測について 

 ごみ量推計に用いる将来人口は、以下の 3つの方法で計算された人口を採用することが一般的です。 

今回採用する人口は本市の人口に関する上位計画である「栗東市人口ビジョン（平成 28 年 3 月）」の推

計値をもとに設定します。同ビジョンでは、将来人口は増加傾向となるとしており、令和元年度では 69,081

人になると予測しています。しかし、同年度の人口実績値は 70,063人と 1,000人ほど人口ビジョン値より

多くなっています。採用する将来人口は、図 3 に示すイメージのとおり人口ビジョン値を補正し、算出し

ます。 

 

1. 時系列分析による人口予測 

過去の人口、産業の時系列データを回帰分析によって推計する方法である。時系列分析による推

計を行うに当たっては、将来の増加傾向は直線的であるとする方法と、人口増加は将来的に上限

があるとする方法が考えられる。 

 

2. コーホート簡易法による人口予測 

過去の人口移動推計からコーホート簡易法、つまり、年齢階層別死亡率と年齢階層別転出入率及

び 15 歳から 49 歳人口に占める出生率から将来の人口を推計する方法である。また、出生率、死

亡率及び転出入率は将来にわたって大きく変化しないものと仮定する必要がある。 

 

3. 上位計画に記載されている人口の使用 

上位計画との整合性をとるため、上位計画等に記載されている推計値を使用する。 

 

表 2 人口ビジョン値及び実績値 

単位：人 

 平成 22年度 平成 27年度 令和元年度 令和 17年度 

実績値 64,660 67,535 70,063 ― 

人口ビジョン 64,513 67,289 69,081 73,197 

    ※人口実績値及び人口ビジョン値は各年度 10月 1日現在の値 
     

 
     ※人口ビジョン値は 5年ごとの推計となっているため、各年度の値は線形値で補間している。 

図 2 人口推移（人口ビジョン及び実績値） 
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図 3 将来人口推計イメージ 

 

表 3 将来人口 

単位：人 

 令和元年度 令和 10年度 令和 17年度 

将来人口 70,063 72,748 74,179 

人口ビジョン 69,081 71,766 73,197 

 

 

図 4 将来人口の推移 
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② ごみ排出量の予測について 

 将来ごみ排出量は、将来人口にごみ排出原単位を乗じて算出します。ただし、事業系ごみに関しては年

間排出量のトレンドから推計を行います。 

 将来ごみ排出原単位は有料化後の平成 23 年度から令和元年度までの実績値をもとにトレンドを確認し、

将来の排出原単位を設定しました。全体的に一定で推移するものと考えられますが、事業系可燃ごみにつ

いては増加傾向となる見込みです。 

 施設規模を算定するための処理量として採用する計画目標年次は、｢廃棄物処理施設整備国庫補助事業に

係る施設の構造に関する基準について（環整第 107号厚生省環境衛生局水道環境部長通知）｣において、『稼

動予定年の 7 年後を超えない範囲内で将来予測の確度、施設の耐用年数、投資効率及び今後の施設の整備

計画等を勘案して定めること。』とされています。 

 新ごみ処理施設は令和 10年度の稼働を目指しており、ごみ排出量は増加していく見込みであるため、施

設規模を算定するための計画目標年次は令和 10年を含む 7年後の令和 16年度とします。表 4に令和 16年

度のごみ排出原単位を示します。 

 

表 4 ごみ排出原単位の設定 

項目 令和元年度実績 令和 16年度推計値 備考 

家庭系可燃ごみ 343 g/人・日 340  g/人・日 ごみ処理基本計画目標値 

家庭系資源ごみ 122  g/人・日 122  g/人・日 令和元年度実績一定推移 

家庭系粗大ごみ 43  g/人・日 43  g/人・日 令和元年度実績一定推移 

事業系可燃ごみ 5,852  t/年 6,439  t/年 ロジスティック曲線による推計 

事業系資源ごみ 307  t/年 307  t/年 令和元年度実績一定推移 

事業系粗大ごみ 234  t/年 234  t/年 令和元年度実績一定推移 

 



5 

参考：ごみ排出原単位の予測（家庭系可燃ごみ） 
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参考：ごみ排出原単位の予測（家庭系資源ごみ） 
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参考：ごみ排出原単位の予測（家庭系粗大ごみ） 
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参考：ごみ排出原単位の予測（事業系可燃ごみ） 
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参考：ごみ排出原単位の予測（事業系資源ごみ） 
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参考：ごみ排出原単位の予測（事業系粗大ごみ） 
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表 5 将来ごみ排出量 

 

 


